
花

吹

雪

花

吹

雪

花

吹

雪

花

吹

雪

のののの

春

祭

春

祭

春

祭

春

祭

り

・

り

・

り

・

り

・

招

魂

祭

招

魂

祭

招

魂

祭

招

魂

祭

四

月

十

一

日

四

月

十

一

日

四

月

十

一

日

四

月

十

一

日

今

年

は

桜

の

花

び

ら

が

舞

う

中

で

の

春

祭

と

招

魂

祭

で

し

た

。

前

日

の

雨

も

す

っ

か

り

上

が

り

、

荒

天

に

も

負

け

ず

に

こ

の

日

ま

で

耐

え

た

桜

が

、

境

内

に

花

び

ら

の

じ

ゅ

う

た

ん

を

敷

き

詰

め

て

く

れ

ま

し

た

。

春

祭

で

は

天

災

や

虫

、

病

気

の

害

を

受

け

ず

に

稔

り

の

秋

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

ま

た

商

業

、

工

業

も

ま

す

ま

す

栄

え

る

よ

う

に

と

の

祝

詞

を

奏

上

し

、

招

魂

祭

で

は

田

殿

地

区

の

戦

没

者

を

慰

霊

し

、

平

和

な

郷

が

永

遠

に

続

く

よ

う

に

と

の

ご

祈

祷

を

し

ま

し

た

。

総

代

さ

ん

や

敬

神

婦

人

会

の

方

々

に

は

前

々

日

よ

り

餅

つ

き

や

境

内

の

清

掃

に

ご

苦

労

を

し

て

い

た

だ

き

、

夕

刻

の

餅

投

げ

に

は

大

勢

の

参

拝

者

が

お

供

え

の

お

餅

を

賜

っ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

平

成

も

あ

と

わ

ず

か

。

新

し

い

世

も

良

い

時

代

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

。

五

月

十

一

日

五

月

十

一

日

五

月

十

一

日

五

月

十

一

日

御

代

替

御

代

替

御

代

替

御

代

替

りりりり

奉

祝

祭

奉

祝

祭

奉

祝

祭

奉

祝

祭

新

し

い

元

号

が

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

は

各

方

面

で

様

々

な

祝

賀

行

事

が

行

わ

れ

ま

す

。

田

殿

丹

生

神

社

で

は

五

月

十

一

日

(

土

)

の

午

後

二

時

よ

り

御

代

替

り

奉

祝

祭

を

と

り

お

こ

な

い

ま

す

。

神

殿

に

て

御

代

替

り

奉

祝

の

祭

典

の

後

、

県

下

各

地

の

神

職

さ

ん

達

が

境

内

で

雅

楽

と

神

楽

舞

の

夏

瀬

夏

瀬

夏

瀬

夏

瀬

のののの

森森森森

夏

瀬

夏

瀬

夏

瀬

夏

瀬

のののの

森森森森

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

だ

よ

り

平

成

三

十

一

年

四

月

二

十

五

日

第

八

十

三

号

田

殿

丹

生

神

社

宮

司

嶋

田

博

文

奉

納

を

行

っ

て

く

だ

さ

い

ま

す

。

多

く

の

方

と

と

も

に

夏

瀬

の

森

の

新

緑

の

中

で

雅

な

世

界

を

楽

し

み

、

と

も

に

新

し

い

世

の

始

ま

り

を

お

祝

い

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

ど

な

た

で

も

ご

自

由

に

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

お

抹

茶

も

ご

用

意

し

て

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

の

で

皆

さ

ん

お

誘

い

の

上

お

越

し

く

だ

さ

い

。

御

代

替

御

代

替

御

代

替

御

代

替

りりりり

奉

祝

奉

祝

奉

祝

奉

祝

英

霊

殿

新

造

営

英

霊

殿

新

造

営

英

霊

殿

新

造

営

英

霊

殿

新

造

営

境

内

の

大

き

な

石

碑

「

忠

魂

碑

」

の

傍

ら

に

静

か

に

建

っ

て

い

た

英

霊

殿

に

は

、

西

南

戦

争

か

ら

第

二

次

世

界

大

戦

ま

で

の

、

国

を

守

る

た

め

に

尊

い

命

を

捧

げ

た

英

霊

百

八

十

一

柱

の

霊

璽

（

「

れ

い

じ

」

仏

式

の

位

牌

に

あ

た

る

も

の

）

を

お

祀

り

し

て

い

ま

し

た

。

毎

年

四

月

十

一

日

に

は

戦

没

者

慰

霊

招

魂

祭

を

執

り

行

っ

て

お

り

ま

す

が

、

長

い

年

月

の

う

ち

に

傷

み

が

激

し

く

な

り

、

現

在

、

新

し

い

英

霊

殿

を

造

営

し

て

い

ま

す

。

新

し

い

世

を

奉

祝

し

、

永

遠

の

平

和

を

祈

念

す

る

事

業

に

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

こ

の

事

業

は

有

田

川

町

の

支

援

を

受

け

て

遺

族

会

の

吉

田

繁

彦

前

会

長

、

林

忠

明

現

会

長

様

方

が

先

頭

に

立

っ

て

進

め

て

く

だ

さ

っ

て

い

ま

す

。

竣

工

は

六

月

下

旬

の

予

定

で

す

。

な

お

、

田

殿

・

御

霊

・

藤

並

地

区

合

同

の

招

魂

祭

は

、

今

年

は

田

殿

丹

生

神

社

が

斎

主

を

務

め

、

五

月

十

日

(

金

)

に

き

び

ド

ー

ム

で

執

り

行

わ

れ

ま

す

。

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

の

ふ

る

さ

と

の

学

習

学

習

学

習

学

習

今

年

も

田

殿

小

学

校

の

三

年

生

（

三

月

当

時

）

が

、

ふ

る

さ

と

学

習

で

田

殿

丹

生

神

社

に

来

て

く

れ

ま

し

た

。

宮

司

が

お

祭

り

や

神

様

、

参

拝

作

法

な

ど

を

説

明

し

ま

し

た

が

、

子

ど

も

た

ち

の

質

問

に

は

毎

年

鋭

い

も

の

が

あ

り

、

予

定

し

て

い

た

時

間

も



大

幅

に

延

長

し

、

と

て

も

楽

し

い

時

を

過

ご

せ

ま

し

た

。

後

日

、

今

年

も

か

わ

い

ら

し

い

感

想

集

を

届

け

て

下

さ

い

ま

し

た

。

社

頭

に

掲

示

し

て

い

ま

す

の

で

、

ど

う

か

ご

覧

下

さ

い

。

有

田

支

部

敬

神

旅

行

出

雲

大

社

出

雲

大

社

出

雲

大

社

出

雲

大

社

へへへへ

二

月

十

七

二

月

十

七

二

月

十

七

二

月

十

七

・・・・

十

八

日

十

八

日

十

八

日

十

八

日

二

年

に

一

度

行

わ

れ

る

神

社

庁

有

田

支

部

敬

神

旅

行

に

田

殿

丹

生

神

社

よ

り

十

四

名

が

参

加

し

ま

し

た

。

今

年

は

出

雲

大

社

に

正

式

参

拝

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

一

般

に

は

入

る

こ

と

が

で

き

な

い

瑞

垣

内

で

も

、

詳

し

い

説

明

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

バ

ス

五

台

、

一

七

九

名

の

大

き

な

所

帯

の

旅

行

で

、

色

々

な

神

社

と

の

交

流

も

で

き

、

何

よ

り

総

代

さ

ん

方

の

親

睦

を

よ

り

深

め

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

田

殿

丹

生

神

社

敬

神

婦

人

会

正

式

参

拝

旅

行

赤

穂

大

石

神

社

赤

穂

大

石

神

社

赤

穂

大

石

神

社

赤

穂

大

石

神

社

へへへへ

三

月

二

十

七

日

春

恒

例

の

敬

神

婦

人

会

正

式

参

拝

旅

行

を

行

い

ま

し

た

。

今

年

は

四

十

三

名

で

赤

穂

浪

士

四

十

七

士

を

お

祀

り

す

る

赤

穂

大

石

神

社

に

参

拝

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

正

式

参

拝

の

後

は

境

内

や

資

料

館

を

丁

寧

に

案

内

、

説

明

を

し

て

い

た

だ

き

、

帰

り

道

に

は

播

州

そ

う

め

ん

工

場

や

姫

路

城

の

好

古

園

に

て

楽

し

い

時

間

を

過

ご

し

ま

し

た

。

境

内

砕

石

敷

境

内

砕

石

敷

境

内

砕

石

敷

境

内

砕

石

敷

三

十

三

十

三

十

三

十

ト

ン

ト

ン

ト

ン

ト

ン

三

谷

組

三

谷

組

三

谷

組

三

谷

組

さ

ま

か

ら

ご

さ

ま

か

ら

ご

さ

ま

か

ら

ご

さ

ま

か

ら

ご

奉

納

奉

納

奉

納

奉

納

い

た

だ

き

ま

し

た

い

た

だ

き

ま

し

た

い

た

だ

き

ま

し

た

い

た

だ

き

ま

し

た

有

田

市

の

三

谷

組

様

か

ら

境

内

地

に

大

量

の

砕

石

を

ご

奉

納

い

た

だ

き

ま

し

た

。

田

殿

橋

近

く

の

河

原

の

し

ゅ

ん

せ

つ

工

事

を

し

て

い

る

関

係

で

、

地

元

の

神

社

に

ご

奉

仕

を

と

の

こ

と

で

、

重

機

も

出

し

て

く

だ

さ

り

、

総

代

様

方

の

作

業

奉

仕

で

、

砂

利

が

薄

く

な

っ

て

い

る

と

こ

ろ

を

重

点

に

境

内

地

全

体

に

敷

な

ら

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

田

殿

丹

生

神

社

敬

神

婦

人

総

会

田

殿

丹

生

神

社

敬

神

婦

人

総

会

田

殿

丹

生

神

社

敬

神

婦

人

総

会

田

殿

丹

生

神

社

敬

神

婦

人

総

会

田

殿

丹

生

神

社

の

敬

神

婦

人

会

の

総

会

が

、

四

月

二

十

日

に

参

集

殿

に

て

行

わ

れ

ま

し

た

。

誠

心

誠

意

ご

奉

仕

く

だ

さ

る

五

百

名

を

超

え

る

会

員

を

持

つ

敬

神

婦

人

会

は

、

総

代

さ

ん

と

と

も

に

当

神

社

の

誇

り

で

も

あ

り

、

大

き

な

支

え

で

す

。

こ

の

日

の

総

会

で

は

岩

倉

和

美

会

長

と

花

田

和

美

副

会

長

が

勇

退

さ

れ

、

新

し

い

役

員

さ

ん

と

各

字

か

ら

の

理

事

さ

ん

が

二

名

ず

つ

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

平

成

三

十

一

年

度

平

成

三

十

一

年

度

平

成

三

十

一

年

度

平

成

三

十

一

年

度

のののの

役

員

体

制

役

員

体

制

役

員

体

制

役

員

体

制

で

す

で

す

で

す

で

す

三

十

一

年

度

の

役

員

体

制

が

整

い

ま

し

た

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

（

敬

称

略

）

総

代

会

総

代

会

総

代

会

総

代

会

責

任

役

員

菅

原

光

夫

（

上

中

島

）

責

任

役

員

井

口

崇

（

大

谷

）

大

賀

畑

岡

﨑

貞

夫

田

角

岡

本

泰

延

長

谷

(

岩

祖

秀

幸)

大

谷

永

広

和

男

田

口

生

駒

雅

昭

賢

森

勲

井

口

矢

船

勝

治

出

上

岡

重

和

船

坂

永

石

輝

長

田

山

﨑

一

幸

尾

中

岩

崎

利

和

上

中

島

三

尾

川

東

三

角

吉

松

伸

幸

敬

神

婦

人

会

役

員

敬

神

婦

人

会

役

員

敬

神

婦

人

会

役

員

敬

神

婦

人

会

役

員

会

長

竹

中

朱

美

（

田

口

）

副

会

長

上

岡

泰

子

（

出

）

副

会

長

三

木

恵

子

（

賢

）

会

計

山

崎

由

美

子

（

長

田

）

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

へ

も

お

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

へ

も

お

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

へ

も

お

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

へ

も

お

越越越越

しししし

下下下下

さ

い

さ

い

さ

い

さ

い

http://w
w
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